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「問題児」「すごそうに見えない」「背負ってそうで、まるで背負って
くれなさそうで、背負ってくれるといいなあ（いい意味で）」「聞いてく
れる人だなぁ」「無茶ぶりする人」「変な人」「嘘ではない嘘をつく人」
「地理と微妙な歴史オタク」「突然坊主にしてくる」「たまにうざい」
「心が海のように広い」「PCに関して頼りになる」「いつもお世話になっ
ている」「ドМ」「たまに褒めて、たまに貶してほしい人」「たまに期待し
ている」「調子に乗らないでほしい」「よくしゃべる」

女性のご利用者様からの私の評価です。いや、私も「なんでもいい
よ！」とは言いましたが、物の数分でこんなに評価を頂けるとは・・・感
謝感激です。私の思い込みも入っていますが、笑顔で辛辣な事（笑）も
言ってくれるご利用者様は素晴らしいですね。でもまあ、歯に衣着せぬの
もちょっと・・・辛い・・・大丈夫・・・

FUNsでご利用者様は、何かを向上させようと日々頑張っています。出勤
しても、体調不良等で休まれても日々フル稼働だと思っています。私はよ
く、「就労移行支援は就職のための専門学校」とご利用者様には伝えてい
ます。自分が働きたい分野で働くための準備をする期間限定の場所という
意味からそうお話をしています。

Written by Terubou

働くことを希望する障害をお持ちの方が、適切な「働く場」（一般就
労、A型事業所、B型事業所等）を選択するための情報を得るために行う
のが就労アセスメントと認識しています。就労アセスメントは就労移行
支援事業所が行うことになっています。

FUNsのプログラムに参加していただきながら、その方の特性、集中力、
意欲などを把握していきます。私たちが重要視しているのがコミュニ
ケーションです。アセスメント期間が短い中で、多くのことを把握する
為に、短時間で信頼関係を作ることが出来るかがポイントです。

その後の就職先が一般就労であるとかないとかは、それほど関係ない
と思っています。大事なのは、自分らしく輝いて居られる場所かどうか
ではないでしょうか。最終日は、いつもそれを願いながら皆様をお送り
しています。（田中）
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11月号の答え（上）ひざ（下）おくら（おくらいり）

皆さんが就職につながるために皆さんの評
価を毎月実施しています。私も一スタッフと
して就労プログラムを積極的にしていますし、
各ご利用者様には担当スタッフが付いていま
す。そこで評価というアドバイスをさせてい
ただいているわけです。皆さんの役に立って
いてくれればいいなと心から思っております。

さて、冒頭に戻って・・・私への評価がこ
れだとすると、私はどういう風に変わってい
けばいいのでしょうか。自分のことだとほん
とに悩んでしまいますね。（紙谷）
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福祉の時事問題をもっとFUNs通信に取り上げればいいのでは？というア
ドバイスを頂きました。ごもっともなご意見なのですが、いざ取り組んで
みると「疑問」が浮き上がって来て収拾がつかなくなってしまいます。
「楽しい」をお届けするということで許してください。

12月1日付で就職が決まっているご利用者様。私と同じレベルに下がっ
て笑いと笑顔を振りまいてくれました！おめでとうございます！（紙谷）
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先日、松ヶ丘園様で行われた「身体拘束の適正化」という研修を受講して参
りました。相模原市内の福祉事業所から30名ほどの人数が集まり、各グルー
プ5名ほどに分かれ身体拘束の基礎理解からグループワークまでを行いました。
講師が実際に体験したモデルケースの内容の濃さと、自分だったらどうする
かと考える時間は本当に有意義でした。

私どもの事業所でここが一番重要と思えたところがあります。それは「3つ
の拘束」。物理的拘束・過剰な投薬での拘束・言葉による拘束です。

FUNsで支援をしていく中で「言葉遣い」がキーポイントだと思いました。
FUNsはご利用者様と職員がとても仲が良いのでどうしても言葉遣いがフラン
クになってしまう場面もあります。何気ない言葉が拘束とならないようにし
なければと身が引き締まりました。今後もご利用者様の自由と尊厳を守るよ
うな支援を心がけていきたいと思います。（須永）

10月26日～31日まで鹿児島県で行われた国体の選手として出場す
るために行ってきました。卓球は「28 から29 日」の二日間開催され
ました。会場は西原商会アリーナで熱戦を繰り広げました。試合が
ない日は、相模原選手団の試合をサポートボランティアの方達を一
緒に応援しました。私は29 日の9：30 ～試合でした。体を解すため
にストレッチを入念にやって試合に臨みました。いつもと違い全く
緊張することなく試合に臨め、練習の成果を出し切ることが出来て
国体で初勝利することができました。2試合目は相手選手のラケット
が異質ラバーでツブ高のラバーを貼っていたので全く自分の卓球を
させてもらえず気づいたら負けてしまいました。しかし前の試合で1
勝していたので銀メダルを獲得することができました。

1月21 日に藤沢市の善行で行われる県予選で好成績を収め、次回
の開催地でもある佐賀大会で優勝できるように頑張ります。

（ＰＮ 速人）

11 月9日の午前中にけやき体育館を貸切りました。そして大運動
会！初めての試みです。ご利用者様もスタッフもほぼ総出で参加して
います。

FUNsの代名詞である?ピックルボールと卓球、バドミントンを行い
ました。和気藹々という言葉ぴったりの盛り上がり。

卓球の国体選手や学生時代の経験者からのサーブ教室や、初めてバ
ドミントンに参加された方が長くラリーを続けたり、現役テニスプレ
イヤーが関東ピックルボール大会の優勝者に挑む姿があったり。色々
な場面が輝いていました。

スポーツを通して感じたこととして、普段会話をしたことが無い方
同士でも、ひとつのボールを追いかける事から起こるコミュニケー
ションや、相手を知る機会がある事で理解をしあえたり…と、みんな
で同じことを一緒に取り組む事ができた良い機会でした。（井川）

『模擬プログラム』。新人職員の登竜門です。先輩職員のプログラムを見
学・参加して学ぶ時間がありましたが、やるのとみるのは違うというのは最
初からわかっていました。

模擬プログラムとは、職員にご利用者役を演じてもらって実際にプログラ
ムをやってみることです。FUNs流はもう一味あり、ご利用者様もご利用者
様役です。時間に余裕のあるご利用者様がわざわざ放課後残って手伝ってく
れるのです。

私は2回行いました。今までの経験もあるので何とかなるだろうと一回目
は高を括っていたのですが、緊張してしまい一切ご利用者様に顔を向けるこ
とが出来ません。2回目は大分進捗があり、いただいた改善点を修正し工夫
も入れられたと思います。

現在でも皆様に助けて頂きながらプログラムを進めています。今後も更に
皆様の役に立つわかりやすいプログラムを心掛けて実施したいと考えていま
す。（似内）
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障害福祉サービスに関する説明会＠ハローワーク町田に参加しました。障害
者雇用の概要説明と各事業所のサービス説明が主旨で、合わせて各事業所の取
り組みをワークショップ形式で体験できるという素晴らしい取り組みでした。
時折学生や、求職者の笑い声が聞こえるくらいに盛り上がっており、そこから
も素晴らしい取り組みが伺えました。

このような機会は就労や福祉についての情報を必要としている方にとって大
切な時間である共に、障害者雇用の可能性を拡げるためにとても重要と感じま
した。これから就労をされる方に必要なのは情報だと思います。こういう機会
を見逃さず参加していただくために私たちが出来ることを考えていきたいと思
います。（山岸）


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2


